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NY マーケットレポート（2017 年 9 月 28 日） 

 

NY 市場では、序盤に発表された 4-6 月期の米 GDP が市場予想を上回り、2015 年 1-3 月期以来の高い伸びとなったことを受けて、ド

ルが買われた。ただ、米新規失業保険申請件数が 3週ぶりの増加となり、依然として米南部を襲ったハリケーンの影響が続いていること

が示され、ドルの上値は限定的となった。その後は、米税制改革案の実現に懐疑的な見方が出ていることや、米国債利回りの低下が続

いたことなどが影響し、ドル売り・円買いが優勢となり、クロス円も上値の重い動きが続いた。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2Q 米 GDP（前期比年率） 3.1％（予想 3.0%・前回 3.0%） 

 

2Q 米個人消費（前期比） 3.3％（予想 3.3%・前回 3.3%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 
出所：Bloomberg 
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指標結果データ 

 ≪米 GDP≫ 

        2Q 確報・2Q 改定・2Q 速報・・1Q・・・4Q・・・3Q・・・2Q  

ＧＤＰ・・・・・・ 3.1・・ 3.0・・ 2.6・・ 1.2・・ 1.8・・ 2.8・・ 2.2 

個人消費・・・・・ 3.3・・ 3.3・・ 2.8・・ 1.9・・ 2.9・・ 2.8・・ 3.8 

耐久消費財・・・・ 7.6・・ 8.9・・ 6.3・・-0.1・・ 9.2・・ 9.4・・ 8.5 

非耐久消費財・・・ 4.2・・ 4.3・・ 3.8・・ 1.1・・ 2.5・・ 0.1・・ 4.7 

サービス・・・・・ 2.3・・ 2.1・・ 1.9・・ 2.5・・ 2.1・・ 2.7・・ 2.8 

設備投資・・・・・ 6.7・・ 6.9・・ 5.2・・ 7.2・・ 0.2・・ 3.4・・ 3.3 

住宅投資・・・・・-7.3・・-6.5・・-6.8・・11.1・・ 7.1・・-4.5・・ 4.7 

輸出・・・・・・・ 3.5・・ 3.7・・ 4.1・・ 7.3・・-3.8・・ 6.4・・ 2.8 

輸入・・・・・・・ 1.5・・ 1.6・・ 2.1・・ 4.3・・ 8.1・・ 2.7・・ 0.4 

政府支出・・・・・-0.2・・-0.3・・ 0.7・・-0.6・・ 0.2・・ 0.5・・-0.9 

最終需要・・・・・ 2.9・・ 3.0・・ 2.6・・ 2.7・・ 0.7・・ 2.6・・ 2.9 

国内最終需要・・・ 2.7・・ 2.7・・ 2.4・・ 2.4・・ 2.3・・ 2.2・・ 2.6 

 

米 4-6 月期の GDP 確定値は、年率換算で前期比+3.1％となり、改定値から 0.1 ポイント上方修正され、2015 年 1-3 月期以来の高水準と

なった。GDP の約 7割を占める個人消費は+3.3％と改定値から変わらずとなり、個人消費の堅調さが示されている。FRB が物価の目安と

する個人消費支出（PCE）物価指数は、改定値と同じ前期比+1.6％にとどまり、目標の+2.0％に届いていない。 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米新規失業保険申請件数 27.2 万件（予想 27.0 万件・前回 26.0 万件） 

前回発表の 25.9 万件から 26.0 万件に修正 

 

米失業保険継続受給者数 193.4 万人（予想 199.3 万人・前回 197.9 万人） 

前回発表の 198.0 万人から 197.9 万人に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

17/09/23・・・272,000・・・+12,000・・・277,750・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

17/09/16・・・260,000・・・-21,000・・・268,750・・・・1,934,000・・・・1.4％ 

17/09/09・・・281,000・・・-17,000・・・262,500・・・・1,979,000・・・・1.4％ 

17/09/02・・・298,000・・・+62,000・・・250,250・・・・1,935,000・・・・1.4％ 

17/08/26・・・236,000・・・ +1,000・・・236,750・・・・1,951,000・・・・1.4％ 

17/08/19・・・235,000・・・ +3,000・・・238,000・・・・1,945,000・・・・1.4％ 

17/08/12・・・232,000・・・-12,000・・・240,500・・・・1,954,000・・・・1.4％ 

17/08/05・・・244,000・・・ +3,000・・・241,000・・・・1,954,000・・・・1.4％ 

17/07/29・・・241,000・・・ -4,000・・・242,000・・・・1,956,000・・・・1.4％ 

17/07/22・・・245,000・・・+11,000・・・244,250・・・・1,967,000・・・・1.4％ 

17/07/15・・・234,000・・・-14,000・・・244,000・・・・1,964,000・・・・1.4％ 

17/07/08・・・248,000・・・ -2,000・・・246,000・・・・1,977,000・・・・1.4％ 

17/07/01・・・250,000・・・ +6,000・・・243,500・・・・1,949,000・・・・1.4％ 

受給者数は集計が 1週間遅れる 

 

米失業保険申請件数は、前週比+1.2 万件の 27.2 万件となり、3 週ぶりに増加した。米南部を襲った大型ハリケーンの影響が出ている。

申請件数の 4週移動平均は、前週比+0.9 万件の 27 万 7750 件となり、昨年 2月 6日までの週以来の高水準となった。また、集計が 1週

遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-4.5 万人の 193.4 万人と 2 週ぶりに減少した。受給者総数の 4 週移動平均は、前週比-2750 人

の 194 万 9750 人。そして、受給者比率は、前週と変わらず 1.4％だった。 

 

 

22：55 

≪ 要人発言 ≫ 

ジョージ・カンザスシティ連銀総裁 

 

・「段階的な利上げの継続が適切」 

・「金融政策はどちらかと言えば緩和的姿勢」 
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0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9 月カンザスシティ連銀製造業活動指数 17（予想 15・前回 16） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は小幅続伸となった。英 FT100 指数は、新規材料に欠け方向感に乏しい動きとなり、独 DAX 指数はユーロ圏経済への先行

き期待が強まって買い優勢となった。 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.58 ドル安の 1バレル＝51.56 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、米原油在庫の減少が引き続き材料視されて買いが先行したが、その後は最近の相場上昇の反動で、利益確定売りが広がった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米失業保険申請件数が市場予想を上回ったことを受けて、序盤からやや軟調な動きとなった。ただ、その後はトランプ

政権が税制改革案を公表したことで、物価や金利の上昇が意識され、底固い動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとな

り、前日比で 51 ドル安まで下落した。ただ、その後は堅調な動きとなり、一時 54 ドル高まで上昇した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された 4-6 月期の米 GDP 確定値が市場予想を上回ったことを受けて、ドル買いが先行した。ただ、雇用関

連の経済指標が悪化したことや、米国債利回りが低下したことを受けて、ドル売り・円買いが優勢となり、ドル円・クロス円は軟調な

動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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